
　

 

鹿
伏
兎
城
址

              

　
神
福
寺
の
裏
山
（
標
高

2
6
3
ｍ
）を
城
山
と
呼
び
、鹿

伏
兎
氏
の
城
が
あ
り
ま
し
た
。

山
上
に
は
井
戸
、石
垣
、土
塁
な

ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、城

跡
か
ら
尾
根
伝
い
に
進
む
と
33

体
の
石
仏
が
祀
ら
れ
た
観
音
山

に
至
り
ま
す
。

※
城
址
は
未
整
備
で
す
。見
学

さ
れ
る
場
合
は
各
自
安
全
に
十

分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

    

問
屋
場
・

    

高
札
場
跡

　
加
太
宿
で
は
、
本
陣

が
板
屋
に
、
問
屋
場
・

高
札
場
が
市
場
に
あ
り

ま
し
た
。「
問
屋
場
跡
」

の
石
の
標
柱
が
あ
り
ま

す
。街
道
は
こ
こ
で
南

に
折
れ
、
加
太
川
を
渡

り
ま
す
。

市
場
周
辺
拡
大
図

板
屋
周
辺
拡
大
図

    

市
場
川
洪
渠

　
関
西
鉄
道
の
線
路
が
市

場
川
を
渡
る
た
め
に
設
け

た
洪
渠
で
す
。
水
が
通
る

下
部
を
石
で
、
上
部
を
イ

ギ
リ
ス
積
レ
ン
ガ
で
作
っ

て
い
ま
す
。

    

加
太
駅

　
関
西
鉄
道
の
四
日
市

〜
柘
植
間
は
明
治
23
年

12
月
25
日
に
開
通
し
て

い
ま
す
が
、
加
太
駅
は

少
し
遅
れ
て
明
治
29
年

9
月
29
日
に
営
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。駅
舎
・

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど

に
当
時
の
面
影
が
残
っ

て
い
ま
す
。

    

神
福
寺

　
鹿
伏
兎
氏
の
菩
提
寺
で
、
鹿

伏
兎
定
俊
に
よ
り
明
徳
5
年

（
1
3
9
4
）
に
創
建
さ
れ
ま

し
た
。寺
の
裏
山
が
鹿
伏
兎
城

で
す
。こ
う
し
た
立
地
か
ら
神

福
寺
は
、
鹿
伏
兎
氏
の
居
館
跡

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

向 

井

板 

屋

市 

場

梶
ヶ
坂

北
在
家

中
在
家

常
光
寺

常
光
寺

加
太
川

※
森
林
公
園

　整
備
中

加
太
小
学
校

交
番

天
祥
寺

天
祥
寺

龍
淵
寺

龍
淵
寺

加
太
林
業
セ
ン
タ
ー

加
太
林
業
セ
ン
タ
ー

加
太
保
育
園

加
太
保
育
園

加
太
小
学
校

交
番

    

第
１
６
５
号
架
道
橋

　
板
屋
集
落
の
北
側
に
は
、
鉄
道

線
路
を
通
す
た
め
の
堤
が
築
か
れ

て
い
ま
す
。集
落
裏
の
農
地
へ
と

つ
な
が
る
道
路
を
跨
ぐ
た
め
に
設

け
ら
れ
た
レ
ン
ガ
造
架
道
橋
で

す
。レ
ン
ガ
積
は
、
下
部
が
イ
ギ
リ

ス
積
、
上
部
が
フ
ラ
ン
ス
積
に

な
っ
て
い
ま
す
。

    

本
陣
跡

　
加
太
宿
の
本
陣
は
板
屋
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。「
本
陣
跡
」
の
石

の
標
柱
が
あ
り
ま
す
。

　
茅
葺
（
ト
タ
ン
で
覆
わ
れ
て
い

る
）の
建
物
は
、本
陣
当
時
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
加
太
地
域

に
残
る
唯
一
の
茅
葺
建
物
で
す
。

    

加
太
の
三
人
相
撲

　
川
俣
神
社
境
内
に
は
相
撲

の
土
俵
が
あ
り
ま
す
。伊
賀
・

伊
勢
・
近
江
の
３
国
で
草
刈

場
の
優
先
権
を
三
人
相
撲
の

勝
負
で
決
め
た
と
い
わ
れ
、

「
加
太
の
三
人
相
撲
」
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

卍卍

卍卍

卍卍

卍卍

卍卍

聴
川
寺

聴
川
寺

か 

ぶ 

と 

じ
ょ
う
し

    

鍛
冶
ヶ
坂
峠

　
集
落
か
ら
西
に
通
じ

る
峠
道
は
、
周
辺
で
は

唯
一
地
道
が
残
っ
て
お

り
、
往
時
の
面
影
を
残

し
て
い
ま
す
。

か
じ
が
さ
か
と
う
げ

向
井
IC

向
井
IC

板
屋
IC

板
屋
IC

浄
専
寺

浄
専
寺

    

川
俣
神
社

    　
街
道
か
ら
鳥
居
を
ぬ
け
、

谷
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
川
俣

神
社
が
あ
り
ま
す
。南
北
朝

時
代
の
川
俣
城
跡
と
さ
れ
、

市
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、
ご
神
木
を
含
む
鎮

守
の
森
が
市
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
わ
ま
た
じ
ん
じ
ゃ

し
ん
ぷ
く
じ

大
和
街
道
架
道
橋

大
和
街
道
架
道
橋

【
県
指
定
史
跡
】

【
市
指
定
史
跡
】

【
市
指
定
天
然
記
念
物
】
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紀
勢
本
線

JR井田川駅

至津

至津
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JR関西本線

JR関西本線
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東名阪自動車道
（53km）

1時間

40分 70分

関

亀
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伊　勢

大

　阪

名

　古
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加太越奈良道（大和・伊賀街道）

 
加太宿

鹿伏兎氏と加太

■見学される皆様へのお願い

亀山市教育委員会 まちなみ・文化財室
三重県亀山市本丸町577番地
TEL　0595-84-5078
FAX　0595-82-6161

発行者

　加太越奈良道は、関宿西の追分で東海道から分岐し、加
太峠を越えて伊賀・奈良に通じる街道です。西の追分にある
題目塔には「いかやまと道」とあり、幕府の記録には「加
太越奈良道」とあって、定まった呼び方はなかったようです。
明治時代には「大和街道」とも呼ばれています。
　奈良から加太を越えて関に至る道は、大海人皇子が壬申
の乱（672）の折に通ったことなどから、鈴鹿峠が開かれる
以前の「東海道」とする説もあります。
　江戸時代には、藤堂家が領した津と伊賀上野を結ぶ重要
な道筋として、津藩領に含まれていました。
　街道の里程は、『三国地誌』（宝暦 13 年（1763））によると、
関～加太間が１里 23 町（約 6.4 ㎞）、加太～柘植が 2 里８
町（約 8.7 ㎞）です。

　加太宿は、加太越奈良道の宿場のひとつです。本陣は板
屋に、問屋場・高札場は市場にあって離れており、加太宿
の名はこれらの総称です。

　現在の亀山市域のほとんどは、中世には関氏に治められ
ていました。この加太地域も、関五家のひとつ鹿伏兎氏の
本拠で、その城であった「鹿伏兎城址」（三重県史跡）が市
場にあります。
　鹿伏兎氏は、一族や重臣を加太の各集落に配置したとさ
れており、それぞれに城や館の跡とされる箇所があります。

亀山市携帯サイト

交通のご案内

古紙パルプ配合率100％再生紙を使用

大和・伊賀街道、加太宿の散策に当たっては次の点にご留意ください。

・加太越奈良道（大和・伊賀街道）沿道は歴史遺産であると同時に、生活の場でも
　あります。マナーを守って散策をお楽しみください。
・狭い道のうえ、交通量が相当あります。峠周辺には危険な箇所もあります。交通
　安全には十分お気をつけください。
・散策中、鉄道線路・自動車専用道路・山林等には絶対に立ち入らないでください。
・ゴミは各自お持ち帰りください。

かぶとごえならみち

かぶとしゅく

か ぶ と

東
名
阪
自
動
車
道

伊
勢
自
動
車
道

国
道
3
0
6
号

加太宿

加
太
宿

加
太
越
奈
良
道

イ
ラ
ス
ト
案
内
図



　
加
太
峠
に
至
る

峠
道
に
は
、
道
が

荒
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
通
行
に
は
十

分
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。

天
然
記
念
物

　
加
太
峠
近
く
は
特
に

自
然
豊
か
な
場
所
で
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
や
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
う
し
た
貴
重
な
動

物
を
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
市
役
所
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

加
太
か
ん
こ
踊
り

【
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

　
加
太
地
域
の
市
場
・

向
井
・
板
屋
・
中
在
家
・

北
在
家
の
各
集
落
で
は
、

飾
り
や
燈
籠
を
付
け
た

笠
を
か
ぶ
り
、
体
の
前
に

つ
け
た
か
ん
こ
（
太
鼓
）

を
打
ち
な
が
ら
、
数
人
が

一
組
と
な
っ
て
踊
る
「
か

ん
こ
踊
り
」
が
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。毎
年
８
月
の

お
盆
の
夜
、
各
集
落
の
お

寺
の
境
内
で
踊
ら
れ
て

い
ま
す
。

1

金 

場

市 

場

向 

井
越 

川

久 

我

板 

屋

神 

武

北
在
家

中
在
家

梶
ヶ
坂

関 

宿

広

　域

マ
ッ
プ

　

 

関
宿
西
の
追
分

　
東
海
道
関
宿
の
西
の
入
口
で
、
東

海
道
か
ら
加
太
越
奈
良
道
が
分
岐

し
て
い
ま
し
た
。加
太
越
奈
良
道
の

東
の
基
点
で
す
。

1

58

 

　市
場
集
落

　
市
場
集
落
は
、
加
太

宿
の
中
心
の
ひ
と
つ

で
、
問
屋
場
・
高
札
場

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。問
屋
場
は
荷
物
の

継
ぎ
立
て
を
行
う
と
こ

ろ
で
、
明
治
元
年
に
加

太
伝
馬
所
に
、
同
5
年

に
は
加
太
陸
運
会
社

に
、
そ
の
後
関
西
鉄
道

株
式
会
社
に
そ
の
役
割

が
移
っ
て
い
ま
す
。

9

 

　バ
ン
ド
ウ
越

　
加
太
か
ら
坂
下
に
ぬ

け
る
峠
道
で
す
。

10

15

16

17

18

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

至 

坂
下
・
バ
ン
ド
ウ
峠

至 

京
都
・
大
津

至 

JR
関
駅
・
亀
山
駅

至 

柘
植
IC

至 

奈
良
・
伊
賀

至 

JR
柘
植
駅 至 

錫
杖
ヶ
岳
登
山
道

至 

関
IC

卍卍

卍卍

卍卍

卍卍

常
光
寺

常
光
寺

JR
加
太
駅

JR
加
太
駅

浄
専
寺

浄
専
寺

卍卍

福
蔵
寺

福
蔵
寺

卍卍

卍卍

聴
川
寺

聴
川
寺 卍卍

光
円
寺

卍卍

西
円
寺

西
円
寺

光
円
寺

神
福
寺

神
福
寺

向
井
IC

向
井
IC

久
我
IC

久
我
IC

名
阪
国
道

板
屋
IC

板
屋
IC

南
在
家
IC

南
在
家
IC

天
祥
寺

天
祥
寺

龍
淵
寺

龍
淵
寺

川
俣
神
社

川
俣
神
社

JR関西本線

鈴鹿川

加太川

JR関西本線

鈴鹿川

加太川

 

　加
太
越
奈
良
道
鈴
鹿
川
渡
河
地
点

　
江
戸
時
代
の『
加
太
越
奈
良
道
見
取
絵
図
』

で
は
、
こ
の
場
所
に「
鈴
鹿
川
土
橋
」が
あ
り
、

街
道
が
鈴
鹿
川
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。橋
の

た
も
と
に
は「
富
士
権
現
」が
祀
ら
れ
て
い
ま

し
た
。現
在
、鈴
鹿
川
に
は「
大
和
橋
」が
架
け

ら
れ
て
い
ま
す
。橋
の
東
側
に
は
、「
橋
越
地

蔵
」が
あ
り
ま
す
。

2

か
ぶ
と
ご
え
な
ら
み
ち

3

 

　古
代
「
鈴
鹿
関
」
跡

　「
鈴
鹿
関
」
は
、「
美
濃
不
破
関
」（
み
の
ふ

わ
の
せ
き
）「
越
前
愛
発
関
」（
え
ち
ぜ
ん
あ

ら
ち
の
せ
き
）
と
と
も
に
古
代
三
関
に
数
え

ら
れ
る
関
所
で
す
。壬
申
の
乱
（
6
7
2
）
の

折
に
は
、
大
海
人
皇
子
に
よ
り
関
が
固
め
ら

れ
ま
し
た
。近
年
の
調
査
で
関
の
築
地
塀
跡

が
確
認
さ
れ
、
奈
良
時
代
の
「
重
圏
文
軒
丸

瓦
」が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
ず
か
の
せ
き

 

　平
ノ
沢
城
跡

　
南
北
朝
時
代
、
南
朝

方
で
あ
っ
た
楠
木
正
盛

（
楠
木
正
成
の
曾
孫
）が

平
地
に
落
ち
の
び
築
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
ひ
ら
の
さ
わ
じ
ょ
う
あ
と

4

 

　金
場
集
落

　「
鐘
鋳
場
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
南
北
朝
時
代
に
鋳
場
が
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
街
道
は
、
金
場
集
落
を
抜
け
る
と
、

鉄
道
線
路
あ
た
り
で
加
太
川
を
渡
っ
て

対
岸
の
「
平
地
」
に
至
り
、
再
び
加
太

川
を
渡
っ
て
「
栗
ノ
木
地
蔵
」
あ
た
り

に
出
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
ね
ば

 

　笹
ヶ
平
古
墳

　
街
道
北
側
の
山
腹

に
、
横
穴
式
石
室
を
も

つ
7
世
紀
初
頭
頃
築
造

と
考
え
ら
れ
る
古
墳
が

あ
り
ま
す
。鈴
鹿
川
流

域
で
は
最
上
流
部
に
位

置
す
る
も
の
で
、
大
和

街
道
（
古
代
に
お
け
る

東
海
道
）
と
の
関
係
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

7

さ
さ
が
ひ
ら

 

　金
場
隧
道

　
関
西
鉄
道
で
加
太
地
域
に
造
ら
れ

た
３
つ
の
隧
道
の
ひ
と
つ
で
、
最
も
東

側
に
あ
り
ま
す
。他
の
２
つ
の
隧
道
に

建
設
列
車
を
通
す
た
め
、
明
治
23
年
10

月
に
完
成
し
て
い
ま
す
。金
場
集
落
に

あ
る
踏
切
か
ら
は
、
隧
道
の
東
側
入
口

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
ね
ば
ず
い
ど
う

 

　坊
谷
隧
道

　
関
西
鉄
道
で
加
太
地
域
に
造
ら
れ

た
３
つ
の
隧
道
の
ひ
と
つ
で
す
。明
治

22
年
11
月
に
着
工
し
、
翌
23
年
11
月
に

完
成
し
ま
し
た
。馬
蹄
形
の
坑
門
が
印

象
的
で
す
。隧
道
と
橋
梁
が
連
続
し
、

加
太
ら
し
い
景
観
と
い
え
ま
す
。

ぼ
う
だ
に
ず
い
ど
う

 

　加
太
越
え

　
伊
勢
国
と
伊
賀
国

の
境
に
な
る
峠
で
す
。

峠
の
標
高
は
3
0
0

ｍ
余
り
で
す
。峠
に
は

一
ツ
家
と
い
う
集
落
が

あ
り
、
か
つ
て
は
十
数

軒
の
人
家
が
あ
り
ま

し
た
。

17

か
ぶ
と
ご

 

　越
川
道

　
金
場
集
落
の
東
の
入
口
か

ら
南
に
の
び
る
道
は
、
越
川
・

久
我
に
抜
け
る
間
道
で
、「
越

川
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

金
場
集
落
入
口
と
の
分
岐
点

に
は
、「
右
伊
賀
　
左
越
川
」

と
刻
ま
れ
た
大
正
3
年
の
道

標
が
あ
り
ま
す
。

1111
え
ち
が
わ
み
ち

関
西
鉄
道
と
加
太

　「
関
西
鉄
道
」は
、
東
海

道
線
と
は
別
ル
ー
ト
で
、

名
古
屋
と
大
阪
・
京
都

を
結
ぶ
路
線
と
し
て
計

画
さ
れ
、
加
太
地
域
を
通

る
区
間
は
明
治
23
年
12

月
に
開
通
し
ま
し
た
。加

太
地
域
を
通
る
区
間
は
、

鈴
鹿
山
脈
を
控
え
て
急

峻
な
地
形
で
、
加
太
川
の

谷
間
に
そ
っ
て
隧
道
や
橋

梁
が
連
続
す
る
難
工
事

で
し
た
。鉄
道
敷
設
に

は
、
明
治
時
代
の
最
新
技

術
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

建
設
当
時
の
煉
瓦
や
石

造
の
隧
道
・
橋
梁
群
が
、

適
切
に
保
守
さ
れ
な
が

ら
現
在
で
も
現
役
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

※
関
西
鉄
道
（
加
太
地
域

の
区
間
）
は
現
在
Ｊ
Ｒ
関

西
本
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
鉄
道
線
路
等
へ
の
立
入

は
厳
禁
で
す
。

か
ん
せ
い
て
つ
ど
う

 

　錫
杖
ヶ
岳

　
亀
山
市
と
津
市
と
の
境
に

あ
る
、
標
高
6
7
6
ｍ
の
山

で
す
。頂
が
３
つ
並
ぶ
特
徴

の
あ
る
形
か
ら
雀
頭
山
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。周
辺
か
ら
方

角
を
知
る
目
印
に
な
っ
て
い

ま
す
。

1212
し
ゃ
く
じ
ょ
う
が
た
け

 

　梶
ヶ
坂
集
落

　
現
在
は
「
梶
ヶ
坂
」
と
表

記
さ
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代

以
前
は
「
鍛
冶
坂
」
と
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
天
文
13
年

（
1
5
4
4
）
鹿
伏
兎
定
住

は
こ
こ
に
居
館
を
構
え
て
鍛

冶
坂
城
と
し
、
加
太
神
武
に

あ
っ
た
浄
光
寺
を
居
館
内
に

再
興
し
て
、
常
光
寺
に
改
め

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

1313

か
じ
が
さ
か

 

　大
和
街
道
架
道
橋

　
関
西
鉄
道
の
線
路
と
大
和

街
道
が
交
差
す
る
位
置
に
あ

り
、
明
治
23
年
（
1
8
9
0
）

に
完
成
し
ま
し
た
。長
さ
4
・

5
ｍ
、幅
15
・
1
ｍ
で
、周
辺

で
は
最
大
規
模
の
架
道
橋
で

す
。

　
周
辺
は
加
太
隧
道
へ
向
か

う
急
勾
配
を
登
る
た
め
、
線

路
を
敷
く
た
め
の
長
大
な
堤

が
築
か
れ
た
こ
と
や
、
幹
線

道
路
で
あ
っ
た
大
和
街
道
を

跨
ぐ
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
凝
っ
た
意
匠
が
用
い
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1615

や
ま
と
か
い
ど
う
か
ど
う
き
ょ
う

 

　加
太
隧
道
・
ス
イ
ッ
チ 

　

 

バ
ッ
ク

　
加
太
隧
道
は
、
延
長
が
関
西

線
中
最
長
の
9
3
0
ｍ
あ
り
、

勾
配
も
1
／
40
と
最
も
急
な

隧
道
で
す
。工
事
は
、
東
口（
加

太
側
）・
西
口
（
柘
植
側
）・
縦

坑
（
中
央
部
）
の
３
口
か
ら
掘

削
が
行
わ
れ
、
明
治
23
年
12
月

に
完
成
し
ま
し
た
。北
在
家
集

落
か
ら
加
太
隧
道
に
か
け
て

は
、
急
勾
配
を
均
等
に
上
っ
て

い
く
た
め
、
大
き
な
堤
が
築
か

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
ス
イ
ッ
チ

バ
ッ
ク
の
た
め
の
線
路
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※
鉄
道
線
路
等
へ
の
立
入
は
厳

禁
で
す
。

1716
か
ぶ
と
ず
い
ど
う

 

　板
屋
集
落

　
板
屋
集
落
は
加
太
宿
の
中

心
の
ひ
と
つ
で
、
本
陣
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

1414

い
た
や
し
ゅ
う
ら
く

 

　不
動
滝

　
加
太
峠
に
近
い
谷
の
最
奥
に
あ
る
、

落
差
16
ｍ
程
の
滝
で
す
。か
つ
て
は
付

近
に
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
、信
者
の
修

行
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
あ
り
ま
す
。

18
ふ
ど
う
た
き


